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　表４　キャリア・デザイン受講生数推移　　　　　　　人数（　）内は％��� ���������������� � � � � � ���� ����
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表７　就職率推移　　　　単位（％）
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する必要がある。今後，就職環境が厳しくなればなるほど，途中で就職を諦
める学生たちに対するキャリア支援が大きな課題になるといえよう。従って，
途中で就職を諦めずに頑張りぬく学生を育てるためにも，キャリア・デザイ
ン講座の意義はますます大きくなるといえる。
ま　と　め
　1999年12月に中央教育審議会答申で「キャリア教育」という言葉が初め
て教育行政で用いられ，小学校段階からキャリア教育を実施する必要がある
と提言され，10年経過した。その間，キャリア教育は様々な方法で，試行
錯誤を重ねながら，小・中・高・大の各段階に応じて取り組まれてきた。
　本論で取り上げた事例からも，このようなキャリア教育の成果がある程度
見られたことも事実であるが，フリーターやニートの数は減少に向かいつつ
あるとはいえ，依然として高い数値となっている。また，勤労観・職業観，
職業能力や社会人基礎力の未熟さなどにより，若者の早期離職問題が解決に
向かっているとは言い難い状況であることから，社会的・職業的自立を支援
するキャリア教育の今後の充実・改善が急務であるといえる。
　2009年５月奈良県職業能力開発推進者の会合があり，その会合で「本年，
ゆとり教育世代大学卒業１期生が入社してきたが，育成・活用していくうえ
で今まで以上に大きな戸惑いを感じている」ということが一致した感想であ
った。筆者の経験からも４年前の学生からそれまでとは違った印象を受けた
ことを思い出し，納得した次第である。その後，人事教育担当者や大学関係
者にヒヤリングを試みたが，ほぼ同様の感想を得た。また，最近，マスコミ
が「ゆとり世代モンスター」なるレッテルをつけて，職場で様々な問題を起
こしている新入社員の記事を掲載していたが，このような状況を見聞きする
につけ，若者の社会的・職業的自立への支援の難しさと重要性を改めて，強
く認識した次第である。
　文部科学大臣から諮問を受け中央教育審議会は，2008年12月に「今後の
学校におけるキャリア教育・職業教育の在り方について」，2009年１月に「キ
18　　若者のキャリア教育の課題と対策についての一考察
聖泉論叢　2009　17号
ャリア教育・職業教育特別部会」を設置し，中等教育や高等教育段階に焦点
を当て，今後の改革の基本的方向性として，「義務教育から高等教育に至る
まで体系的にキャリア教育の改善・充実を図る」，「職業教育の意義を再評価
し，体系的に整備するとともに，その実践性を高める」「生涯学習の視点に
立ち，社会・職業に関して必要な知識・技能等を学び直し，キャリア形成支
援の充実を図る」と提言している。
　今後の学校教育におけるキャリア教育を推進していくためには，「教職員
の意識改革と能力開発」と「企業などとの連携を深めた体験型キャリア教育
の充実」が特に重要であると，筆者は考えている。
　「人材立国日本」として発展していくためには，国民的なコンセンサスの
下に「若者のキャリア教育に対する積極的な投資」を，行っていくことが大
切であるといえる。
　　
（注）
１）ニート状態にある若者を，合宿形式による集団生活を通して職業人・社
会人として必要な基本的能力を獲得させ，勤労観を醸成し就労へと導くこ
とを目的に厚生労働省委託実施事業として設立された。
２）ニート状態にある若者に職業的自立を個別・継続的に支援するため，地
方自治体との協働により地域若者支援機関からなるネットワークを構築す
るとともに，その拠点として厚生労働省委託実施事業として設立され多様
な就労支援メニューを提供している。
３）経済産業省が2005年に提唱したもので，社会に出た時に適応できる能
力として，①前に踏み出す力②考え抜く力③チームで働く力の３能力と実
行力，課題発見力，状況把握力等の12要素を掲げている。
４）中央教育審議会が2007年に「大学生が卒業までに身につける力」とし
て①知識②技能③態度④創造的思考力の４分野に分類して，異文化理解，
コミュニケーション能力，生涯学習力等13項目を掲げたものである。
５）2007年に奈良県教育委員会が中心となり，奈良県内の高等学校におけ
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るキャリア教育の補助教材（奈良県キャリアノート）として作成された。
　　2008年から，インターンシップ事例集が追加されている。
６）1942年創立された有坂学園を出発点とし，６分野の専門学校グループ
と高等専修学校１校及び６社の企業で構成されるグループで，代表理事長
は，中島利郎氏。本部は，群馬県前橋市。
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